
敗
戦
国
の
市
民
は
泣
き
寝
入
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
│
│

敗
戦
国
の
市
民
は
泣
き
寝
入
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
│
│

連
合
軍
の
占
領
政
策
の
現
実
を
突
き
つ
け
る
資
料
集
第
２
弾
！

連
合
軍
の
占
領
政
策
の
現
実
を
突
き
つ
け
る
資
料
集
第
２
弾
！

編集復刻版編集復刻版

全3巻全3巻

敗
戦
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
連
合
軍
に
よ
る
占
領
は
、「
終
戦
」を
意
味
し

な
か
っ
た
。民
主
主
義
の
国
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
か
に
見
え
た
、市
民

た
ち
の
平
和
な
日
常
生
活
は
、占
領
軍
兵
士
た
ち
の
暴
力
・
武
力
に
よ
っ
て

踏
み
に
じ
ら
れ
た
。

旧
日
本
軍
弾
薬
の
ず
さ
ん
な
処
理
に
よ
る
大
事
故
が
頻
発
し
、悪
意
を
む

き
だ
し
に
し
た
ジ
ー
プ
に
よ
る
人
身
事
故
や
す
さ
ま
じ
い
暴
力
事
件
に
よ

り
多
く
の
犠
牲
者
が
生
ま
れ
た
が
、泣
き
寝
入
り
を
強
い
ら
れ
た
。

駐
留
軍
の
も
と
で
働
か
さ
れ
た
人
々
も
ま
た
駐
留
軍
人
に
殺
傷
さ
れ
、新

た
な
戦
地
で
あ
る
朝
鮮
戦
争
に
ま
で
駆
り
出
さ
れ
た
。

し
か
し
戦
争
に
負
け
た
の
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
と
諦
め
て
泣
き
寝
入
り

す
る
の
を
拒
み
、連
帯
し
て
補
償
を
求
め
た
。

第
１
期
で
、全
調
達
に
よ
る「
占
領
期
間
中
の
被
害
者
実
態
調
査
表
」を

復
刻
し
た
弊
社
は
、今
回
は
、国
家
補
償
を
求
め
る
被
害
者
た
ち
の
運
動
や

そ
れ
を
支
援
し
た
労
働
組
合
や
法
律
家
、政
治
家
な
ど
の
記
録
、ま
た
自
治
体

や
官
庁
か
ら
の
対
応
を
明
ら
か
に
す
る
資
料
を
中
心
に
ま
と
め
、復
刻
す
る
。

知
ら
れ
ざ
る
占
領
軍
被
害
補
償
運
動
と
そ
の
行
方
を
解
明
し
、戦
後
の
闇

を
照
ら
し
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
現
代
史
研
究
に
新
し
い
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
拓

く
資
料
集
で
あ
る
。

六花出版

人
身
被
害
調
査
資
料
集

占
領
軍
に
よ
る

◉揃定価────90,000円（税込99,000円）
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第
２
期

第
２
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期

第
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◉
編
・
解
説
│
藤
目
ゆ
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阪
大
学
教
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〉

◉
体
裁
│
│
│
Ａ
４
判
・
上
製
・
総
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人
身
被
害
調
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資
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占
領
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よ
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編
集
復
刻
版

全
国
調
達
庁
職
員
労
働
組
合
＝
調
査

◉
編
・
解
説
│
藤
目
ゆ
き

◉
体
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│
│
│
Ｂ
５
判
・
上
製
・
総
約
２
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０
０
ペ
ー
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◉
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０
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円
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円
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│
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東
Ⅱ

第
３
巻

│

関
東
Ⅲ
・
中
部
Ⅰ

第
７
巻

│

国
家
補
償
運
動
資
料
Ⅰ
／
Ⅱ

第
８
巻

│

駐
留
軍
内
で
の
被
害
資
料
／

 

被
害
者
給
付
金
審
査
会
資
料
等
Ⅰ

第
９
巻

│

被
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資
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等
Ⅱ
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本
体
７
５
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０
０
円
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税
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B
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978-4-86617-148-7

第
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巻

│

中
部
Ⅱ
・
近
畿
Ⅰ

第
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巻

│
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中
国
四
国
Ⅰ

第
６
巻

│

中
国
四
国
Ⅱ
・
九
州

第2回配本



連
合
国
占
領
期
は
闇
の
深
い
時
代
で
あ
る
。
占
領
期
は
戦
争
と
軍
国

主
義
か
ら
の
解
放
と
民
主
化
と
い
う
明
る
い
側
面
が
し
き
り
に
強
調
さ
れ
、

日
本
占
領
こ
そ
輝
か
し
い
「
占
領
の
成
功
モ
デ
ル
」
だ
と
い
っ
た
言
説
が
今

も
流
布
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
占
領
期
は
、
連
合
国
占
領
軍
が
絶
大
な
権
力

を
行
使
し
、
そ
の
事
故
や
犯
罪
の
た
め
に
市
民
が
殺
傷
さ
れ
て
す
ら
闇
に

葬
ら
れ
て
し
ま
う
恐
ろ
し
い
時
代
で
も
あ
っ
た
。

占
領
軍
人
身
被
害
問
題
は
歴
史
の
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
で
あ
る
。
ポ
ツ

ダ
ム
宣
言
受
諾
ま
で
の
焼
夷
弾
空
襲
や
原
爆
投
下
、
沖
縄
戦
な
ど
第
二

次
大
戦
末
の
悲
惨
に
つ
い
て
は
多
数
の
記
録
と
証
言
が
公
に
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
安
保
体
制
下
の
米
軍
駐
留
に
伴
う
事
故
や
犯
罪
は
今
に
続
く
問
題
と

し
て
多
く
の
調
査
と
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
対
照
的
に
、
そ
の
二
つ

の
出
来
事
の
間
に
発
生
し
た
占
領
軍
人
身
被
害
は
、
陽
の
さ
さ
な
い
暗
い

谷
間
の
よ
う
に
人
々
の
目
か
ら
覆
い
隠
さ
れ
て
き
た
。
大
戦
の
後
日
談
か
、

安
保
体
制
の
前
史
で
ふ
れ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
よ
う
な
扱
い
し
か
な
さ
れ
ず
、

忘
れ
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

占
領
軍
被
害
者
ひ
と
り
ひ
と
り
の
生
の
声
が
綴
ら
れ
た
本
復
刻
版
は
、

第
Ⅰ
期
・
第
Ⅱ
期
と
も
戦
争
か
ら
戦
後
へ
と
途
切
れ
な
く
続
く
歴
史
の
流

れ
の
連
続
性
を
民
衆
の
体
験
か
ら
知
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
被
害
実

態
調
査
が
行
わ
れ
た
直
後
に
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
や
研
究
者
か
ら
注
目
さ

れ
な
が
ら
、
そ
の
後
の
長
い
歳
月
、
埋
も
れ
た
状
態
に
な
っ
て
い
た
。
本

復
刻
版
は
現
代
史
の
闇
に
封
印
さ
れ
て
い
た
人
々
の
体
験
を
照
ら
し
出
し
、

失
わ
れ
た
戦
中
と
戦
後
の
リ
ン
ク
の
正
体
を
今
に
伝
え
、
市
民
の
現
代
史

認
識
を
刷
新
す
る
の
に
貢
献
す
る
だ
ろ
う
。 

（
編
・
解
説
者
）｠

刊 行 の 辞

１
９
４
５

８

日
本
政
府
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
。
終
戦
の
詔
勅

９

降
伏
文
書
調
印　

連
合
国
軍
対
日
占
領
開
始

11

二
又
ト
ン
ネ
ル
爆
発
事
件
（
福
岡
県
）

１
９
４
６

１

奈
良
市
で
日
本
人
２
名
を
殺
し
た
米
兵
ヒ
ス
ク
ワ
に
軍
事
裁
判
で
死
刑
判
決
（
後
に
減
刑
、
釈
放
）

５

閣
議
決
定
「
進
駐
軍
に
よ
る
爆
破
作
業
、
及
び
こ
れ
に
類
似
す
る
事
故
に
因
り
、
危
害
を
受
け
た

者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
件
」

９

Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
占
領
軍
被
害
者
の
連
合
国
へ
の
損
害
賠
償
請
求
権
を
否
認
す
る
文
書
を
発
出

１
９
４
７

９

特
別
調
達
庁
の
設
置

１
９
４
８

11

二
又
ト
ン
ネ
ル
被
災
者
が
東
京
地
裁
に
集
団
で
提
訴
。
国
に
対
し
て
損
害
賠
償
請
求

12

神
奈
川
県
で
日
本
人
３
家
族
を
殺
傷
し
た
ア
フ
リ
カ
系
米
兵
ア
ー
ミ
ス
テ
ッ
ド
の
死
刑
執
行

１
９
５
０

６

朝
鮮
戦
争
勃
発

９

朝
鮮
戦
争
に
出
撃
す
る
米
軍
爆
撃
機
Ｂ
26
が
山
口
県
岩
国
市
の
民
家
に
墜
落

１
９
５
１

福
岡
市
、
砂
川
村
な
ど
で
米
軍
Ｂ
29
の
墜
落
が
相
次
ぐ

１
９
５
２

４

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
発
効
（
日
本
の
賠
償
請
求
権
放
棄
）・
日
米
安
保
条
約
発
効
（
行
政

協
定
に
お
い
て
駐
留
米
軍
犯
罪
に
関
す
る
補
償
を
規
定
）

１
９
５
３

４

呉
進
駐
軍
事
故
被
害
者
連
盟
会
（
会
長
中
安
甚
五
郎
）
が
発
足
（
広
島
県
）

10

呉
市
在
住
の
占
領
軍
被
害
者
、
集
団
で
国
を
相
手
取
り
補
償
請
求
訴
訟
を
提
起

１
９
５
４

９

東
京
在
住
の
占
領
軍
被
害
者
、
集
団
で
国
を
相
手
取
り
補
償
請
求
訴
訟
を
提
訴

１
９
５
６

４

二
又
ト
ン
ネ
ル
裁
判
、
最
高
裁
が
国
側
の
上
告
を
棄
却
＝
住
民
の
勝
訴
が
確
定

１
９
５
７

１

群
馬
県
で
米
兵
が
農
民
女
性
を
射
殺
（
ジ
ラ
ー
ド
事
件
）

12

西
日
本
地
区
進
駐
軍
被
害
者
遺
族
会
総
会
、
国
家
補
償
の
確
立
を
求
め
る
決
議
採
択

１
９
５
８

７

総
評
第
10
回
大
会
、
占
領
軍
被
害
者
へ
の
完
全
補
償
を
求
め
る
決
議
採
択

９

全
国
調
達
庁
職
員
労
働
組
合
、
占
領
軍
被
害
実
態
調
査
を
実
施

９

占
領
軍
被
害
者
へ
の
補
償
に
関
す
る
全
国
知
事
会
決
議

10

全
国
都
道
府
県
議
会
議
長
会
議
、
政
府
に
占
領
軍
被
害
者
の
救
済
を
要
望

１
９
５
９

１

全
国
進
駐
軍
被
害
者
連
合
会
、
結
成
大
会
。
国
家
補
償
法
の
制
定
を
求
め
て
国
会
や
地
方
議
会
へ

の
請
願
・
陳
情
活
動

４

東
京
高
裁
、
東
京
在
住
の
原
告
敗
訴
。
以
降
、
原
告
敗
訴
が
相
次
ぐ

１
９
６
０

６

新
安
保
条
約
発
効

１
９
６
１

11

連
合
国
占
領
軍
等
の
行
為
に
よ
る
被
害
に
対
す
る
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
が
施
行

１
９
６
２

11

全
国
調
達
庁
職
員
労
働
組
合
、
団
結
権
を
失
い
、
解
散

１
９
６
９

７

呉
の
占
領
軍
被
害
補
償
請
求
訴
訟
、
最
高
裁
で
原
告
敗
訴
確
定

１
９
７
２

５

沖
縄
本
土
復
帰

１
９
７
７

12

占
領
下
の
桜
島
不
発
弾
爆
発
被
害
者
、
国
家
賠
償
請
求
裁
判
を
鹿
児
島
地
裁
に
提
訴
。
80
年
地
裁

は
訴
え
を
棄
却
、
84
年
高
裁
で
原
告
勝
訴
、
89
年
12
月
最
高
裁
で
原
告
敗
訴
確
定

関 連 年 表

内容見本



朝
鮮
事
変
関
係
Ｌ
・
Ｒ
労
務
者
事
故
状
況
調
●〔
神
奈
川
県
横
浜
渉
外
労

務
管
理
事
務
所
〕●
一
九
五
〇
・
一
一

（
仁
川
方
面
）に
て
入
院
中
の
当
所
々
属
船
員
の
状
況
報
告
に
つ

い
て〈
二
五
船
渉
労
管
第
五
八
九
号
〉●
神
奈
川
県
船
舶
渉
外
労
務
管
理
事
務
所

長
●
一
九
五
〇
・
一
二

Ｓ
Ｔ
二
一
九
一
号
釜
山
港
に
お
け
る
被
撃
事
実
に
伴
う
手
当
支
給

に
つ
い
て〈
第
五
八
四
号
〉●
神
奈
川
県
渉
外
事
務
局
長
●
一
九
五
三
・
九

朝
鮮
釜
山
港
ニ
オ
ケ
ル
銃
撃
行
為
ニ
対
ス
ル
特
殊
船
員
給
与
規

定
第
６
条
ノ
適
用
ニ
ツ
イ
テ〈
調
労
発
第
１
７
４
５
号（
Ｃ
Ｌ
Ｓ
）〉他

Ｌ
Ｓ
Ｏ
船
員
の
公
務
中
の
死
亡
顚
末
に
つ
い
て〈
二
八
船
渉
労
管
第

一
三
一
三

－

二
号
〉●
神
奈
川
県
船
舶
渉
外
労
務
管
理
事
務
所
長
●
一
九
五
三
・
五

Ｐ
．Ｗ
．Ｏ
船
員
に
対
す
る
拷
問
事
件
に
つ
い
て〈
二
九
船
渉
労
管
第

一
三
〇
二
号
〉●
神
奈
川
県
船
舶
渉
外
労
務
管
理
事
務
所
長
●
一
九
五
四
・
六

Ｙ
四
八
二
号
油
槽
船
乗
組
機
関
士
に
対
す
る
米
人
機
関
長
の
暴

行
事
件
に
つ
い
て〈
三
〇
港
渉
労
第
二
二
五
九
号
〉●
神
奈
川
県
船
舶
渉
外

労
務
管
理
事
務
所
長
●
一
九
五
五
・
九

連
合
国
関
係
労
務
者
の
業
務
上
災
害
に
対
す
る
扶
助
の
有
無
の

調
査
に
つ
い
て（
依
頼
）●
神
奈
川
県
渉
外
課
長
●
一
九
六
〇
・
一
〇

連
合
国
関
係
労
務
者
の
業
務
上
災
害
に
対
す
る
扶
助
の
有
無
の
調

査
に
つ
い
て（
伺
い
）〈
35
労
監
第
393
号
〉●
労
務
監
理
課
長
●
一
九
六
〇
・
一
一

連
合
国
占
領
軍
等
の
行
為
等
に
よ
る
被
害
者
等
に
対
す
る
給
付

金
の
支
給
に
つ
い
て（
報
告
）●
労
務
監
理
課
長
●
一
九
六
二
・
二

連
合
国
占
領
軍
等
の
行
為
等
に
よ
る
被
害
者
等
に
対
す
る
給
付

金
の
支
給
に
関
す
る
陳
情
に
つ
い
て（
伺
）●
労
務
監
理
課
長

●
一
九
六
二
・
二

駐
留
軍
従
業
員
の
業
務
上
死
傷
病
報
告
に
つ
い
て（
第
一
報
）〈
38
浜

渉
第
241
号
〉●
横
浜
渉
外
労
務
管
理
事
務
所
長
●
一
九
六
三
・
一

客
年
十
月
爆
発
事
件
ニ
関
ス
ル
件
●
一
九
四
六
・
二

調
査
書
●
一
九
四
六
・
二

〔
一
九
四
五
年
一
〇
月
四
日
爆
発
事
件
死
傷
者
名
簿
〕●
一
九
四
六

日
本
人
労
務
者
負
傷
ノ
報
告
●
横
須
賀
海
軍
基
地
米
国
艦
隊
司
令
部
弾
薬
処

置
隊
●
一
九
四
五
・
一
一

馬
渕
組（
労
務
者
）公
傷
者
名
簿
●
一
九
四
五
・
一
一

連
合
軍
接
収
施
設
ニ
於
ケ
ル
火
災
ニ
関
ス
ル
件〈
横
連
外
第
二
五
号

通
第
七
号
〉●
高
岡
局
長
●
一
九
四
六
・
一

進
駐
軍
作
業
員
診
療
者（
災
害
）〔
144
名
〕●
一
九
四
六
・
二

日
本
人
傷
死
報
告
書
●
相
模
港
運
株
式
会
社
●
一
九
四
六
・
四

進
駐
軍
横
須
賀
地
区
関
係
労
務
者
災
害
扶
助
金
及
葬
祭
料
支
給

ニ
関
ス
ル
件
伺
●
会
計
主
任
●
一
九
四
六
・
四

連
合
国
軍
関
係
労
務
者
災
害
扶
助
の
件〈
絡
設
労
合
第
九
一
一
号
〉

●
終
戦
連
絡
中
央
事
務
局
設
営
部
長
●
一
九
四
七
・
一
〇

災
害
扶
助
制
度
の
周
知
徹
底
方
、
並
び
に
私
傷
病
の
取
扱
方
依

頼
の
件
〈
絡
設
労
合
第
九
九
〇
号
〉
●
終
戦
連
絡
中
央
事
務
局
設
営
部
長

●
一
九
四
七
・
一
一

進
駐
軍
労
務
者
の
災
害
扶
助
に
つ
い
て
●
一
九
四
七
・
一
一

Ｌ
Ｔ
六
三
六
号
遭
難
に
関
す
る
綴
●〔
神
奈
川
県
渉
外
事
務
局
渉
外
労
務
課
〕

●
一
九
五
一
・
一

Ｌ
Ｔ
六
三
六
乗
組
員
死
亡
者
給
付
金
に
つ
い
て（
回
答
）〈
二
六
船
渉

労
管
第
二
五
九
号
〉●
神
奈
川
県
船
舶
渉
外
労
務
管
理
事
務
所
長
●
一
九
五
一
・
三

朝
鮮
関
係
特
殊
港
湾
荷
役
労
務
者
中
死
亡
し
た
者
に
対
す
る
給

与
に
つ
い
て〈
二
六
横
渉
労
第
二
八
六
号
〉●
神
奈
川
県
横
浜
渉
外
労
務
管
理

事
務
所
長
●
一
九
五
一
・
三

国
家
補
償
運
動
資
料
Ⅱ

連
合
軍
関
係
事
故
調
●
呉
市
●
一
九
五
二
・
五

調
書〔
呉
進
駐
軍
被
害
者
同
盟
裁
判
資
料〔
外
務
省
条
約
局
長
ら
の
証

言
〕●
一
九
五
六

人
間
の
生
命
六
万
円
也
?!
●
全
国
調
達
庁
職
員
労
働
組
合
●
一
九
五
八
・
一
〇

忘
れ
ら
れ
た
人
々
│
占
領
下
に
あ
っ
た
ジ
ラ
ー
ド
事
件
●
進
駐
軍
被

害
者
連
盟
／
西
日
本
地
区
進
駐
軍
被
害
者
連
合
遺
族
会
●
一
九
五
八
・
一
〇

忘
れ
ら
れ
た
人
々
第
2
集
│
占
領
軍
に
殺
傷
さ
れ
た
被
害
者
、

遺
族
の
手
記
●
全
国
進
駐
軍
被
害
者
連
合
会
●
一
九
五
九
・
七

あ
あ
! !
５
時
15
分
●
山
口
通
雄
編
／
昭
光
寺
●
一
九
七
七
・
一
一

太
平
洋
戦
争
終
戦
直
後
の
秘
録
│
二
又
ト
ン
ネ
ル
火
薬
爆
発
事

件
の
真
実
●
添
田
町
●
一
九
八
四
・
一
〇

郷
土
史
誌
そ
え
だ
第
10
号
あ
の
時
私
は
●
添
田
町
郷
土
史
会

●
一
九
八
五
・
一
〇

第
8
巻

駐
留
軍
内
で
の
被
害
資
料

十
月
四
日
爆
発
シ
タ
ル
火
薬
運
搬
船
乗
組
日
本
人
遭
難
者
ニ
関

ス
ル
件
●
米
国「
フ
リ
ー
ト
　
ア
ク
チ
ヴ
ィ
テ
ー
」司
令
官
●
一
九
四
五
・
一
〇

爆
発
事
故
ニ
因
ル
遭
難
者
ニ
関
ス
ル
件
照
会〈
横
労
発
号
外
〉
●
横
須

賀
警
察
署
長
●
一
九
四
五
・
一
〇

労
働
者
災
害
扶
助
法
施
行
令
ニ
依
ル
死
亡
者
扶
助
ニ
関
ス
ル
件

〈
横
労
発
号
外
〉●
横
須
賀
警
察
署
長
●
一
九
四
五
・
一
〇

爆
発
事
故
遭
難
者
ニ
対
ス
ル
扶
助
料
支
給
ニ
関
ス
ル
件
照
会〈
横

須
事
普
通
公
第
三
及
四
号
〉●
終
戦
連
絡
横
須
賀
事
務
局
長
●
一
九
四
五
・
一
〇

第
7
巻

国
家
補
償
運
動
資
料
Ⅰ

急
告
　
進
駐
軍
被
害
者
の
遺
家
族
の
皆
様
に
申
上
げ
ま
す
●
進
駐

軍
被
害
者
連
盟
●
一
九
五
五
・
二

〔
東
京
地
裁
　
国
の
答
弁
書
〕●
一
九
五
五
・
二

訴
状
●
一
九
五
五
・
四

鑑
定
書
●
田
畑
茂
二
郎
●
一
九
五
五
・
五

陳
情
書
●
西
日
本
地
区
進
駐
軍
被
害
者
遺
族
会
●
一
九
五
七
・
一
二

進
駐
軍
被
害
者
調
査
書
●
西
日
本
地
区
進
駐
軍
被
害
者
遺
族
会
進
駐
軍
被
害
者

連
盟
●
一
九
五
七

講
和
条
約
発
効
前
の
駐
留
軍
事
故
に
よ
る
被
害
者
に
対
す
る
補

償
措
置
に
関
す
る
要
望
意
見
書
●
北
海
道
議
会
議
長
●
一
九
五
八

覚
書
●
東
郷
外
務
省
ア
メ
リ
カ
局
第
二
課
長
●
一
九
五
八
・
一

進
駐
軍
関
係
事
故
ニ
ヨ
ル
見
舞
金
支
給
実
績
調
査
ニ
ツ
イ
テ（
依

頼
）〈
調
達
丙
第
384
号（
Ｃ
Ｇ
Ｃ
）〉●
調
達
庁
次
長
●
一
九
五
八
・
二

請
願
書
●
進
駐
軍
被
害
者
連
盟
●
一
九
五
八
・
六

占
領
軍
事
故
ニ
ヨ
ル
死
亡
見
舞
金
支
給
基
準
ト
同
期
間
ニ
オ
ケ

ル
労
基
法
ニ
基
ク
災
害
補
償（
遺
族
補
償
）ト
ノ
比
較
●
調
達
庁
総
・

補
償
課
調
●
一
九
五
八
・
六

占
領
期
間
中
に
お
い
て
、米
駐
留
軍
等
の
不
法
行
為
に
よ
り
被
害

を
蒙
っ
た
被
害
者
並
び
に
遺
族
に
対
す
る
完
全
補
償
に
関
す

る
決
議（
案
）●
日
本
総
評
議
会
第
十
回
定
期
大
会
●
一
九
五
八
・
七

一
九
五
八
年
度
第
一
回
全
調
達
支
部
執
行
委
員
長
連
絡
会
議
次

第
●
一
九
五
八
・
七

要
望
書
●
全
国
調
達
庁
職
員
労
働
組
合
横
浜
支
部
●
一
九
五
八
・
九

占
領
期
間
中
に
於
け
る
駐
留
軍
等
の
不
法
行
為
等
に
よ
り
被
害

を
蒙
っ
た
日
本
人
の
補
償
問
題
に
つ
い
て
先
生
に
訴
へ
る
●
全
国

調
達
庁
職
員
労
働
組
合
中
央
執
行
委
員
長
●
一
九
五
八
・
九

占
領
期
間
中
ニ
オ
ケ
ル
事
故
見
舞
金
未
支
給
調
査
表
●
全
国
調
達
庁

職
員
労
働
組
合
●
一
九
五
八
・
九

占
領
期
間
中
に
於
け
る
駐
留
軍
等
の
不
法
行
為
等
に
よ
り
被
害

を
蒙
っ
た
被
害
者
の
補
償
問
題
に
つ
い
て
要
請
●
全
国
調
達
庁
職
員

労
働
組
合
中
央
執
行
委
員
長
●
一
九
五
八
・
九

決
議
案
提
出
書
●
神
奈
川
県
議
会
議
員
●
一
九
五
八
・
九

講
和
条
約
発
効
前
、進
駐
軍
事
故
に
よ
る
被
害
者
に
対
す
る
補

償
措
置
に
つ
い
て
●
全
国
知
事
会
●
一
九
五
八
・
九

声
明
●
結
成
大
会
●
一
九
五
八
・
九

行
政
協
定
第
18
条
関
係
業
務
処
理
状
況
調
●
一
九
五
八
・
九

占
領
期
間
中
に
お
け
る
進
駐
軍
の
不
法
行
為
に
よ
る
被
害
救
済

措
置
に
つ
い
て
●
全
国
調
達
庁
職
員
労
働
組
合
●
一
九
五
八
・
九

占
領
期
間
中
に
於
け
る
駐
留
軍
に
よ
る
被
害
状
況
調
査
に
つ
い

て
●
全
国
調
達
庁
職
員
労
働
組
合
●
一
九
五
八
・
九

要
望
書
●
全
国
調
達
庁
職
員
労
働
組
合
東
京
支
部
●
一
九
五
八
・
九

今
後
ど
の
よ
う
に
活
動
し
た
ら
よ
い
か（
案
）●
一
九
五
八
・
九

千
葉
県
在
住
遺
族
名
簿
●
一
九
五
八
・
九

〔
群
馬
県
在
住
遺
族
名
簿
〕●
一
九
五
八
・
九

〔
全
国
進
駐
軍
被
害
者
数
リ
ス
ト
〕●
一
九
五
八
・
九

平
和
条
約
発
効
前
の
占
領
軍
に
よ
る
被
害
補
償
の
実
施
に
つ
い

て
●
全
国
都
道
府
県
議
会
議
長
会
議
●
一
九
五
八
・
一
〇

占
領
期
間
中
の
被
害
者
実
態
調
査
表
送
付
に
つ
い
て〈
全
調
福
第
十

三
号
〉●
全
調
達
職
員
労
働
組
合
福
島
支
部
●
一
九
五
八
・
一
〇

被
害
者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
状
況
及
び
中
間
集
計
に
つ

い
て〈
全
調
横
発
第
十
七
号
〉●
全
調
達
横
浜
支
部
●
一
九
五
八
・
一
一

占
領
軍
事
故
ニ
ヨ
ル
見
舞
金
未
支
給
表
●
福
岡
調
達
局
事
業
部

●
一
九
五
八
・
一
一

被
害
者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
送
付
に
つ
い
て（
第
５
次
）〈
全
調

横
発
第
21
号
〉●
全
調
達
横
浜
支
部
●
一
九
五
八
・
一
一

占
領
期
間
中
の
事
故
補
償
問
題
ア
ン
ケ
ー
ト
送
付
に
つ
い
て〈
全

調
達
大
発
第
四
一
号
〉●
全
調
達
大
阪
支
部
●
一
九
五
八
・
一
一

Ｐ
Ｒ
に
よ
っ
て
掘
起
さ
れ
た「
泣
寝
入
り
」被
害
に
つ
い
て〈
全
調

達
大
発
第
四
八
号
〉●
全
調
達
大
阪
支
部
●
一
九
五
八
・
一
一

大
阪
府
進
駐
軍
被
害
者
連
盟
規
約（
案
）●
一
九
五
八
・
一
一

進
駐
軍
愛
知
県
被
害
者
連
盟
趣
意
書
●
進
駐
軍
愛
知
県
被
害
者
連
盟

●
一
九
五
九

陳
情
書
●
進
駐
軍
愛
知
県
被
害
者
連
盟
●
一
九
五
九

第
一
回
役
員
会
開
催
結
果
ノ
状
況
報
告
●
進
駐
軍
愛
知
県
被
害
者
連
盟

●
一
九
五
九
・
二

Ｎ
Ｈ
Ｋ
歳
末
助
合
い
運
動
に
提
出
し
た
リ
ス
ト
●
一
九
五
八
・
一
一

第
三
十
一
回
通
常
国
会
想
定
問
答（
米
軍
等
の
不
法
行
為
関
係
）●
調
達

庁
●
一
九
五
八
・
一
二

占
領
期
間
中
に
お
け
る
占
領
軍
の
不
法
行
為
に
よ
る
被
害
者
に

対
す
る
実
態
調
査
書
送
付
に
つ
い
て〈
職
山
分
第
九
号
〉●
全
調
達
職

労
組
合
仙
台
支
部
山
形
分
会
●
一
九
五
八
・
一
一

占
領
軍
不
法
行
為
に
よ
る
被
害
実
態
調
査
表
送
付
に
つ
い
て〈
職

山
分
第
十
号
〉●
全
調
達
職
員
労
働
組
合
仙
台
支
部
山
形
分
会
●
一
九
五
八
・
一
二

案
内
状
●
進
駐
軍
被
害
者
山
形
県
連
盟
●
一
九
五
八
・
一
二

占
領
期
間
中
に
お
け
る
占
領
軍
の
不
法
行
為
等
に
よ
る
被
害
に

対
す
る
補
償
に
関
す
る
請
願
に
つ
い
て
●
進
駐
軍
被
害
者
山
形
県
連
盟

●
一
九
五
八
・
一
二

〔「
北
海
道
駐
留
軍
被
害
者
連
盟
」結
成
大
会
案
内
〕●
一
九
五
八
・
一
二

進
駐
軍
宮
城
県
被
害
者
連
盟
発
足
の
お
知
ら
せ
●
進
駐
軍
宮
城
県
被
害

者
連
盟
●
一
九
五
八
・
一
二

進
駐
軍
宮
城
県
被
害
者
連
盟
規
約（
案
）／
進
駐
軍
宮
城
県
被
害

者
連
盟
予
算（
案
）●
進
駐
軍
宮
城
県
被
害
者
連
盟
●
一
九
五
九
・
四

陳
情
書
●
進
駐
軍
宮
城
県
被
害
者
連
盟
●
一
九
五
八
・
一
二

請
願
書
●
進
駐
軍
宮
城
県
被
害
者
連
盟
●
一
九
五
八
・
一
二

内
閣
委
員
会
質
問
事
項
●
一
九
五
八
・
一
二

全
国
進
駐
軍
被
害
者
連
合
会
結
成
趣
意
書
●
全
国
進
駐
軍
被
害
者
連
合

会
準
備
委
員
会
●
一
九
五
八
・
一
二

大
会
宣
言〔
全
国
進
駐
軍
被
害
者
連
合
会
結
成
大
会
〕●
全
国
進
駐
軍

被
害
者
連
合
会
結
成
大
会
●
一
九
五
九
・
一

全
国
進
駐
軍
被
害
者
連
合
会
規
約
●
一
九
五
九
・
一

占
領
軍
事
故
に
よ
る
死
亡
見
舞
金
支
給
の
講
和
発
効
前
後
比
較

一
覧
表
●
一
九
五
八

占
領
軍
事
故
ニ
ヨ
ル
死
亡
見
舞
金
支
給
基
準
ト
同
期
間
ニ
オ
ケ

ル
現
行
遺
族
補
償
ト
ノ
比
較
表
●
一
九
五
八

占
領
期
間
中
に
お
け
る
進
駐
軍
に
よ
る
事
故
関
係
被
害
者
の
実

態
調
査
に
つ
い
て（
報
告
）●
全
国
調
達
庁
職
員
労
働
組
合
仙
台
支
部
青
森

分
会
●
一
九
五
九
・
四

今
後
の
運
動
方
針
●
全
国
進
駐
軍
被
害
者
連
合
会
●
一
九
五
九
・
八

岸
政
府
に
問
う
ー
ア
メ
リ
カ
兵
に
殺
さ
れ
た
被
害
者
遺
族
よ
り

●
全
国
進
駐
軍
被
害
者
連
合
会
●
一
九
六
〇
・
五

占
領
期
間
中
に
お
け
る
占
領
軍
の
不
法
行
為
等
に
よ
る
被
害
補

償
に
つ
い
て
請
願
●
神
奈
川
県
進
駐
軍
被
害
者
連
盟
●
一
九
五
九
・
九

国
会
議
員
並
に
政
府
関
係
者
及
び
賢
明
な
る
全
国
民
に
訴
う

●
全
国
占
領
軍
被
害
者
遺
族
連
合
会
●
一
九
六
五
・
一
二

収
録
資
料



内容見本

海
軍
居
住
施
設
本
部
内
に
お
け
る
自
動
車
事
故
の
こ
と
に
つ
い

て（
報
告
方
2
報
）〈
38
浜
渉
第
241
号

－

２
〉●
神
奈
川
県
横
浜
渉
外
労
務
管
理
事

務
所
長
●
一
九
六
三
・
一

連
合
国
占
領
軍
等
の
行
為
等
に
よ
る
被
害
者
等
に
対
す
る
給
付

金
の
支
給
に
関
す
る
陳
情
問
題
解
決
に
つ
い
て（
報
告
）

●
一
九
六
三
・
一

公
務
災
害
を
受
け
た
従
業
員
に
対
す
る
看
護
料
の
支
給
に
つ
い

て（
伺
）〈
38
労
監
第
63
号
〉●
企
画
渉
外
部
長
●
一
九
六
三
・
二

駐
留
軍
従
業
員
の
死
傷
報
告
に
つ
い
て〈
38
相
渉
第
308
号
〉●
相
模
原
渉

外
労
務
管
理
事
務
所
長
●
一
九
六
三
・
四

〔
従
業
員
の
受
け
た
傷
害
事
件
に
つ
い
て（
写
）〕●〔
労
務
監
理
課
長
〕

●
一
九
六
三
・
五

横
浜
海
軍
居
住
施
設
本
部
に
お
け
る
休
憩
中
の
従
業
員
の
死
亡

に
つ
い
て

駐
留
軍
従
業
員
の
業
務
上
死
亡
に
つ
い
て
報
告
●
神
奈
川
県
横
浜
渉
外

労
務
管
理
事
務
所
長
●
一
九
六
四
・
四

被
害
者
給
付
金
審
査
会
資
料
等
Ⅰ

占
領
軍
関
係
人
身
被
害
実
態
調
査
結
果
報
告
書
●
調
達
庁
総
務
部
補

償
課
●
一
九
六
〇
・
一
二

連
合
国
占
領
軍
等
の
行
為
等
に
よ
る
被
害
者
等
に
対
す
る
給
付

金
の
支
給
に
つ
い
て（
依
頼
）〈
横
調
第
128
号（
Ｙ
Ｏ
Ｆ

－

Ｅ
60
）〉●
横
浜

調
達
局
長
●
一
九
六
二
・
一

占
領
軍
関
係
給
付
金
の
支
給
業
務
に
お
け
る
厚
生
年
金
保
険
法

等
に
基
づ
く
給
付
の
取
扱
い
に
つ
い
て（
通
達
）〈
調
達
丙
発
第
144

号（
Ｃ
Ｇ
Ｃ
）〉●
調
達
庁
長
官
●
一
九
六
二
・
二

被
害
者
給
付
金
審
査
会（
第
一
回
）会
議
録
●
防
衛
施
設
庁
総
務
部
補
償

課
●
一
九
六
二
・
一
一

被
害
者
給
付
金
審
査
会
運
営
規
則（
案
）●
一
九
六
二
・
一
一

被
害
者
給
付
金
審
査
会
関
係
者
名
簿
●
一
九
六
二
・
一
一

被
害
者
給
付
金
審
査
会
の
議
事
に
つ
い
て（
報
告
）●
一
九
六
二
・一
二

真
岡
丸
遭
難
事
故
細
部
ニ
関
ス
ル
件
報
告〈
北
補
総
第
二
六
一
号
〉

●
北
補
残
務
整
理
部
長
●
一
九
四
五
・
一
二

真
岡
丸
遭
難
者
ニ
対
シ
見
舞
金
下
附
方
配
慮
相
煩
度
件
照
会〈
北

復
資
第
二
十
八
号
〉●
北
部
復
員
監
部
総
務
部
長
●
一
九
四
六
・
二

参
考
資
料〔
真
岡
丸
事
件
〕●
防
衛
施
設
庁
●
一
九
六
二
・
一
一

真
岡
丸
爆
発
沈
没
事
件
に
お
け
る
被
害
者
の
救
済
措
置
に
つ
い
て

〈
施
本
総
第
82
号（
Ｃ
Ｇ
Ｃ
）〉●
防
衛
施
設
庁
総
務
部
長
●
一
九
六
二
・
一
二

真
岡
丸
爆
破
事
故
死
亡
者
名
簿
●
一
九
六
二
・
一
二

真
岡
丸
爆
発
沈
没
事
件
に
お
け
る
被
害
者
の
救
済
措
置
に
つ
い

て（
回
答
）〈
援
発
第
１
０
４
５
号
〉●
一
九
六
二
・
一
二

遺
族
援
護
法
関
係
給
付
状
況
調
●
一
九
六
二
・
一
二

真
岡
丸
事
件
供
述
書
●
防
衛
施
設
庁
●
一
九
六
二
・
一
二

旧
日
本
軍
弾
薬
の
海
中
投
棄
作
業
中
爆
発
沈
没
し
た
真
岡
丸
船

員
の
取
扱
い
に
つ
い
て（
伺
）〈
事
務
連
絡
№
18
号（
Ｃ
Ｇ
Ｃ
）〉●
防
衛
施

設
庁
総
務
部
補
償
課
長
●
一
九
六
三
・
二

真
岡
丸
船
員
遺
族
取
扱
い
上
の
問
題
点
●
防
衛
施
設
庁
●
一
九
六
三
・
二

被
害
者
給
付
金
審
査
会（
第
二
回
）会
議
録
●
防
衛
施
設
庁
総
務
部
補
償

課
●
一
九
六
三
・
三

占
領
軍
関
係
人
身
被
害
者
処
理
状
況
表（
県
別
）●
総
務
部
補
償
課

●
一
九
六
三
・
三

神
奈
川
県
進
駐
軍
被
害
者
連
盟
大
会
へ
の
電
報
に
つ
い
て（
伺
）

●
一
九
六
三
・
四

「
柏
崎
・
国
民
学
校
訓
導
事
件
」事
案
関
係
資
料
●
一
九
六
三
・
五

被
害
者
給
付
金
審
査
会（
第
三
回
）会
議
録
●
防
衛
施
設
庁
総
務
部
補
償

課
●
一
九
六
三
・
六

第
９
巻

被
害
者
給
付
金
審
査
会
資
料
等
Ⅱ

二
又
ト
ン
ネ
ル
爆
発
事
故
概
要
お
よ
び
そ
の
処
理
上
の
問
題
点

●
防
衛
施
設
庁
総
務
部
補
償
課
●
一
九
六
三
・
八

福
岡
県
田
川
郡
添
田
町
落
合
二
又
ト
ン
ネ
ル
火
薬
爆
発
事
故
被

害
写
真
集

被
害
者
給
付
金
審
査
会（
第
四
回
）会
議
録
●
防
衛
施
設
庁
総
務
部
補
償

課
●
一
九
六
三
・
九

〔
連
合
国
占
領
軍
等
の
行
為
等
に
よ
る
被
害
者
等
に
対
す
る
給
付

金
増
額
に
関
す
る
〕請
願
書（
全
国
進
駐
軍
被
害
者
連
合
会
提
出
）参
議

院
で
受
理
す
る〈
東
情
報
第
371
号
〉●
東
京
事
務
所
長
●
一
九
六
三
・
一
二

被
害
者
給
付
金（
新
潟
県
№
36
号
）の
認
定
に
対
す
る
不
服
申
立
て

に
つ
い
て〈
施
東
第
３
０
９
０
号（
Ｔ
Ｏ
Ｏ
）〉●
東
京
防
衛
施
設
局
長

●
一
九
六
四
・
七

被
害
者
給
付
金
審
査
会（
第
五
回
）会
議
録
●
防
衛
施
設
庁
総
務
部
補
償

課
●
一
九
六
四
・
八

被
害
者
給
付
金
の
認
定
に
対
す
る
不
服
申
立
に
つ
い
て〈
施
呉
第
１

８
９
２
号（
Ｋ
Ｇ
Ｏ
）〉●
呉
防
衛
施
設
局
長
●
一
九
六
四
・
一
〇

被
害
者
給
付
金
審
査
会（
第
六
回
）会
議
録
●
防
衛
施
設
庁
総
務
部
補
償

課
●
一
九
六
五
・
一

不
服
申
立
て（
却
下
番
号
福
岡
８

－

22
）の
諮
問
に
つ
い
て〈
施
本
第
１
２

２
５
号（
Ｃ
Ｇ
Ｃ
）〉●
防
衛
施
設
庁
長
官
●
一
九
六
五
・
四

被
害
者
給
付
金
審
査
会（
第
七
回
）会
議
録
●
防
衛
施
設
庁
総
務
部
補
償

課
●
一
九
六
五
・
四

連
合
国
占
領
軍
等
の
行
為
等
に
よ
る
被
害
者
等
に
対
す
る
特
別

交
付
金
に
つ
い
て
●
渉
外
部
長
●
一
九
六
五
・
五

被
害
者
給
付
金（
新
潟
県
№
42
）の
却
下
認
定
理
由
等
の
送
付
に
つ

い
て〈
施
東
第
４
７
１
０
号（
Ｔ
Ｏ
Ｃ
）〉●
一
九
六
五
・
九

被
害
者
給
付
金
審
査
会
の
開
催
に
つ
い
て〔
東
京
26
号
〕〈
施
本
被
第
28

号（
Ｏ
Ｏ
Ｆ
）〉●
被
害
者
給
付
金
審
査
会
長
●
一
九
六
五
・
九

「
連
合
国
占
領
軍
等
の
行
為
等
に
よ
る
被
害
者
等
に
対
す
る
給
付

金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」に
つ

い
て（
供
覧
）●
一
九
六
六
・
七

「
連
合
国
占
領
軍
等
の
行
為
に
よ
る
被
害
者
等
に
対
す
る
給
付
金

の
支
給
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」の
成
立
に

つ
い
て（
報
告
）●
一
九
六
六
・
一
二

〔
被
害
者
給
付
金
審
査
会
委
員
へ
の
就
任
依
頼
〕●
防
衛
施
設
庁
長
官

●
一
九
六
七
・
七

被
害
者
給
付
金
審
査
会
議
案
に
つ
い
て〈
施
本
被
第
31
号（
Ｃ
Ｃ
Ｆ
）〉

〔
東
京
１
号
〕●
被
害
者
給
付
金
審
査
会
長
●
一
九
六
七
・
九

被
害
者
給
付
金
審
査
会（
第
九
回
）資
料
●
一
九
六
七
・
九


